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附和 4 2年度目封 I訂水 道事業決算 報 告書

(1 )収益的収入及び支出

収 入

算 額 予算額に上じべ

区 決 算 額 備: 考

補正 予算 l口h恥 言十 決算額の増減

‘一 ? ' ' 

日:zL主 4 1 1 4，3 7 3，0 0 0 1 1ス381，736

:;y1項営 ，000 1ス585，0 4 1 1 2，4 98，000 1 1 5，4 84，548 

i -「1，875.000 1. 89スI88 

支出

-4-

「。



道主要業決算報告書年度目吋市水2 I，，-，J午口 4 

額

6.000.000 I ，~)A 5.000，0001財源充当額

|1mmool 01一般会制資金

予算額に比べ継続費逓次繰越
考備

決算額の増減
算額決

言十メL
口額に係る財源充

額当

算

←地方公営企業法
沙 26条の規定
による繰越額K
係る財源充当額

。

資利台収入及び支出(2) 

入収

予

計補 正予算額初 予 算 額
介

資本的収入

区

1 1 9. 1 4 2.0 0 0 36.000，000 
83，1 42，000 40，982，000 )1' 1款

81.000，000 36，000，000 
。45，000，000 1 8，000ο00 2ス000，000依

一

2
一
合

一
制
作
二
担

一他
の
一

一三

;11 八¥

」よL)1' l' JJi 

10，919，000 。。2，93史000ス980，00U 

吹上団地
担金

|ム 1，0001

I 6. 3，24ωool道路公団負担金券決算にi仏 J，L. - U， u V U I ¥、て負担金に組替えた為

! ム 42moo1171浄水場 :;;J' 1ポンプ
i Q j 帯去日収入

4 司 79，・93323，200，000 

nu 
nu 

門

U
4
Eg
 

。
。

1ス200，000

3，23引000

6，000，000 

1，000 

)f・3:頃

え'.:lJ;i *品位金

沙5jμ 入~x. 雑 。

。 ! 360，00 782，000 
。nu 

nu 
パU

門
/
』

Q
U
 

『

J
'

782.0CJO 。4'6JMlJfl定ftfft充
l ムーU イ仁 子

出

考備一不用額

額

計1斗
仁コ

ムヒ

逓次繰越街

一一一-1一一一一-
43，711，493 

43711，493 

地方公首企lも 1

業法庁 26 I t.iH~ 
条のj完定に
よる繰越街

統

。

算;

消滅答H

。
。

少'4395000

長沼o~r-コー188 .1 41.000

J十
初 l補正~~

予算額

;Y1款資本的支出

芳2m償還金

分区

6D41.2061 

加。!
6D必000

。
。。資投ザ 3項

11，000 
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定内部留保資金で補てんする。
資本的収入額が資本的支出額比不足する額 24，672，346円は.損益勘
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水道事菜浜益計算蓄;2年反日労市悩杭]4 
( 硲 和 4 2年 4月 1日から昭和 4 3年 5月 3 1日まで)
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1
 益収業営

9 4， 9 0 9， 1 4 8 益収水給、、，，
，

4

勾・・，
，
l

、
1 8， 0 3 5. 7 6 2 益収事工エU-一回一

口受(2) 

5， 4 8 4， 5 4 8 1 1 2， 5 3呪 638益収当主E
::>1<:: 営他のそ(3 ) 

' 用費--3腎:
，~. 

L_~' 2. 
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n
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-
d
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自己(2) 

1 4， 9 3ス9 5 1 費事コこ手
U

E一
口

戸1，
x (3) 

3 2， 1 2 引 258fy 4名(Lf) 

5 1 9. 3 3 4， 0 少資却償価波(5) 

5スo4 史 264

7 8，.4 3 5. 2 8 4 1. 4 9 8， 9 2 4 資耗、戚産資(6) 

益キリ業営

益収外事長'営7
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1. 0 0 ス7 09受取利息及 び 配当金、、2，id--
/
1
¥
 

886、o0 0 来十委以徴(2) 

3 8. 9 4 6. 4 5 2 

8 8 1. 8 9 ス13， 4 7 9 

益

入

罪リ給:

収

皮年当

車産(3) 
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お
ム

外4"'-ー
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2 ス8 0 4， 2 6 1 息利払支、、.a，，
4
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2ス80 4， 76  9 8 5 0 

出文え唯(2) 
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益
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益費
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胡 華道 堂
開

金 算 備 考額 額予

1 1 ス38 1， 7 3 6 

1 1 5， 4 8 4， 5 4 8 

9 4， 9 0ヌ1 4 8 

国 !、 。 1， 0 0 0 
由一。 1， 0 0 0 

一 一 一 十一一一一一一一ーーー一一一一一一一一一一ーー

3 5 0， 4 8 0 6 5 6， 0 0 0 
一一

1 0， 4 0 0 1 3， 0 0 0 

史 9 0 6. 2 8 7 良少 O 呪 000

1 4 0， 3 2 0 

2 2， 2 0 9 2 ス0 00
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減価償却費
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資

1. 固定 資 産

(1) 有形固定資 産

イ土 地

木

物

ロ 立

水道事業貸借対減表

負債

3. 固定負債

(1 ) その他固定負債

イ 長 期 借 入 金

固定負 債合計

j凶示日4 2年度日 笠子市

産 の部

19.024)97 ・ 19D22097

798242 ・ 798242

183t:14，816 

組 物 減 価 低i去IJ引 当金 l.ζL_14.7j.9Q? 16872847 

ニ借築物 I 3抑制。

構 築 物減 イâfifti 却引 当金|ム坐.?.~~10rz ! 318:1 5ス.701

ホ機械及装置 868252J8 

機械及び装古減価償却引当金 |全 19fi9.J!~~ 66993p55 

へltf.蜘巡搬 J~. I 2，290;501 

l択 制 j謡搬 μt~倒的去IJ引 15金

こ[iJ f:~斗 L 及ひ市i/ r見 2J 61226 

1，605:149 

土井f:dム!-&_.iJifi品川山川|当金|ム ー但2QQ 1510，326 

チ 建 設 仮 勘 定 | 刷、953 z:2.11J，953 

有形[記定資 淀合計

が 投 資

イ その 他 投 占 ; 106820 

投 資令

固定資定:- A-

2. 流 動資産

(1 )羽金 f員 金

が 未収 金

イ 営 英 米 収 金

ロ 営業外未収金

ハ そ の他 永収金

(3) 貯 蔵
1":"; 

Uロ

イ原材料

ロ i主 水 器

流動資産 ム

資 ぷ~
ロ産

斗
l
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・
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-
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計

言十

3231 ~え1 99

29，“325 

133，557 
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2~ 89.440 

1. 643~92 

日4~71，9沼

106d泊

32;)19.199 

4732;勾5

三鐙f~f

4. 流 動負 債

の)一 時借入金

(2) 未払 金

イ営 業末 払 金

ロその他未払金

(3) 前払金

イ 営業前受金

流 動負依合計

負 債 合 計

仁二一仁一一本
5 資本金

。) 自 己資本 金

(2) 借 入 資本金

イ 企 業債

ロ 他会 計借入金

資 本 金合計

04{1787勾

相S邸036I 

迎巡|

o. 剰余金

。)資本剰余金

イ工 事負担盆

ロ 受陥財産融価額

nみ;剃余金合計

(2) 別益栄IJ余金

イ 減{以前立金

ロ 当年度木処分利益京u余金

繰越 づ~j賃金年度末妓品

当年度 純 利益

利益剰j余金合計

剰 余 金合 計

資 本合計

負 債資本 合計

の

128:195043 

昭和 43年 3月31日

音E

128:195043 

旦盟盟00: 100∞，ouO 

1，612772 

4笠宣.8' 2045663 

2 :1 92565 ・ 2~92565

128:195043 

14238228 

142.433271 一 一ーー
。、〉 持;~
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主主 価 償 去日 ヲ| 当 金 年度末 償却

当年度増加額 当年度減少額 済 高
備 考

泉 言十 末
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円

4
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1
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一

1

1
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5
一
8
一

定
一
一

助「一
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言
一

設
一

一

色

」

1 8.344，81 6 

。円
年 度当初の現在高|当年脚色J当竺波少額

1ス918.479円 I 1，1 0 3，61 8円

。
83ス975

。

。
293，000 

53，691， 880 

83，1 96.664 

798.242 

3 1 1，0 2 9. 9 3 0 

1，591，1 0 1 
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有形固定資産明細書

資産 の種類

立

.~.宝

物

共

地

木

4お

公E
』 、

土

保替科目は増減か内l除く

当 年 度 減 少 高 | 年度末現在高|備 考 |

0円 I 1 0 6. e 2 0円 i I 

(注 )

、円午度 L~~ 加知

呪82 0 [1.] 

年度 、円初現伝 iC~ ! 
9ス000f1J !

結紅i

;正券

投資氏克明細 l!?

EJしり
1-1 ~{Tイdfi

i lM終期| 備 考

一 一 一一一一 『二二二!雨戸 三寸芸-jil--一一

i 11 6介5厘! 1/ 6 O. 2. 

i γ7分61亙 I/1 5 O. 3.2 0 I公営企業金融公庫

I 1/ 7分6Jffi ! μ .51. 3.2 

I 1/ 6分5

11 7介

-S- I 

日以1';-" I 

5.1 1 411] 

企業依明細 ，1;:

f正I

1/ 20，000，00 L) 16.898.529 る，10 1， 4 71 bδ ど，43020，000，000 5. 3 1 

5.000，000 2，692，298 2，3 U 7，702 6匂4，6I 4 5，000，0 00 3.20 11 3 1/ 1/ 3 4 1/ 

1/ 3，000，000 1，846.1 44 1，1 53.856 230，768 3，000，000 3. 2 0 1/ 3 6 1/ 1I . 3~ /1 

省蔵大2. 1 61. /ノ2ス000，00023，531，795 3，4 68.205 674，242 2ス000，0008.3 1 1/ 3 6. /ノ/ノ 36 1/ 

52. 3.20 I公営企業金制公庫/ノ6.000，000 4，153，842 

省政大2. '1 62. 1/ // 6介5}豆42，00口、000ろス 653.834

1/ 65. 2. 11 // 6分5)皇1 0，000，000 1 0，000，000 

4 0，0 0 0，0 0 0 ! 1/ 7分3).且

5 0，0 0 0，0 0 0 I 1/ 6分5昆

30，0 00，0 0 0 I 1/ 7分

3 2 8.0 0 0，0 0 0 

1/ 7 O. 2. 1/ 1/ 6分5厘92，000，000 92，0 00，000 

公営企業金融公庫3.20 64. 1/ 40，000，000 

~; j鼠大72. 3. 1/ 50，000，000 

公営企業金ぽ公庫

-19ー

虫2065. 1/ 30，000，000 

3 1 1， 2 7 1， 3 2 8 

1，8 46.1 5 ~ 

16.728.672 

46'1， 53臼6，000，000 3.2リ11 3 Z /ノ1/ ちも 11 

4，346.1 66 9b 3.832 42，000，000 1/ 3ス12. 2 5 /ノ11 ち 7 11 

。
10，000，000 5.2 9 11 4 0 11 fノ 40 11 

。
92，0 00，000 3.2 8 11 4 1. 11 If 4 0 11 

。
40，000，0 00 3. 3 0 11 4 1. 11 /ノ 40 1/ 

。
50，000，000 安~ 3 0 μ 4 2. 11 1/ 4 2 1/ 

。
3.354，137 

30.000，000 

3 2 8.0 00， 0 0 0 
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附不[J4 2年度日野市水迫事莱剃余金処分計算蕎昭和42年度日野市上水道事業剃余金計算書
(昭和43年三月 31日)(昭 和42年 4月1日から陥和 43年 3月31自主で)

3.61ス018円円円当年度末処分利主主米U余金

。。。利益剰j余金処分額2. 

翌年度繰越利益剰余金3. 
r̂i 

五:

円

昔日

円

。コ金余

円

乗IjYぺ
~ 

工 事負担金

2.694，7 70 前年度未残高

24，4 7虫933当年度先生高

。当年度処分額

(2) 

(引

(的 2ス174，703 当年度 末残高

受贈財産評価額

1.71 9.35 6 前年度末残高

。当年度発生;福i

。当年度処分街

2. 

(1 ) 

(2) 

(3) 

(心 1，71 9.356 当年度 末 残 高

次年度繰越資本来|除会

剰余金

1. iJl史 的積立金 | 円|

れ) 前年庁末残高 | 2000D l 

円

昔日

円

σ、

。前年度繰 入 @i

前 年伎処 分怨

(2) 

(3) 。
20，000 二:J!年度末残高(4¥ 

20，000 L、
口

A
片
前ムL積二

未処分利益米脱そ会2 

乙、6.9'1 3.81 2 

。
ム6.913.81 2 

前年度末処五~欠損金

前年度欠損金処担額( ::) 

繰越欠損 金

3

一
5

只
V

一
一

ノ

0

8

一
6

0

一
4

6

一
5

ム
一
以

6 610，853 

f長f必 に損金増加j弘7

匝1定資主主ー克去日損

繰越欠損金年度末残i肖

イ

(3¥ 

当年皮肉利益(4) 
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当年度末処分矛!品村~Ij余念

円
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円
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悩和 42年度日野市水道事莱報告書
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1. 概況

(1 ) 総括事項

(ィ1経営

.上7お葺事業 については，昭和 33年5月 31日創設の認可か受け，その後昭和 35年vl:;f' 

一期拡張事業合言十箇 し昭和 38年K完成した口 ついで， 昭和38年 12月6217目立γ二期拡張

事業の認可が受けて ， 同年 2 月~'( I政収 した日本住宅公団営水道施設と豊田， 川辺堀の内，上

回の一部と西長沼及ひ高幡の未給水区域合含めて拡張か行い， 計画給水人口64，0 0 0人，

1日最大給水量 23.4 6 0 mOとした。

昭和 42年度は上記事業の示 4年度にあた り継続事業年度も翌 43年に完了する計画で事業

今実施中であったが，浅川両部地区忙住宅公団の建設計画が具体化し， すでに一部では工事

の進.渉今みて おり .これに伴 う南部地区の住宅地開発は急速な発展かつラキナるこ とが予怨さ

れるので，公団給水計画と合ザて南部地区の給水計画が立案して，方ァ二期I広張計画変更の認

可令昭和 43年 2月8日K受け計百給水人口 101.800人. 1日最大給水予 38.6 8 4 m' 

とした。 したがって昭和 42年度の事業については，南部地区(旧七生地区 )えの給水計画

の一端 として住宅公団， 百草高幡台団地内に築造予定のヨァ匹i浄水場と，各水源地 (I 5. 1 6 .. 

1ス18水源 )の源水手、集める送水ポンプ場と令結ぶ.送記ァk管布設工事及び，水源地用地

の買収並び忙送水ポンプ場用地買収か実施したu その他配水本管の布設会，西奥原地区及び

南平地区，その他vC8.8 36m C戸'150，ぷ~持 75今ぷ )の布設歩実施した且、

水道の普及状況は供給路設の拡充につ とめた結う長，本年度の実績が過去 5ケ半と上乙較すると

次表のとおり 普及率及び配水会の向上か示すにいたった。

i年度末何 度末iL瓦「亙訂正ZJJ-
i*怠F奇数|給水戸数| 可〈 総人口!給水人口|

I fc::t I 戸 I % 人 |人!吸
I 17.ω5 I 8b51 ， 4 8.6 I出;348I33672 I 51.0 

η.附 -r9283 Iコ江同zm9h57E
I 24tt25 I 10β81 I 44.5 I 76372い41，900 I 5 4.9 

i25253 I 12311 1 48.8 I 79.279 I 4ω7!586 

内

情矛l溢 11， 141， 683円で累積赤字6.91 3.8 1 2円と期間外費用 61 0， 8 5 3円を

補損 し残額3.61ス018円す繰舷利益剰余金として翌事業年度K繰越す。公営企業の

沌利益は資本報酬(自己財源、 )であれ給水原価の要素に含まれるべきであり ，翌事業

年度K自己財源として，施設の拡充にあてられるべきものである u 自己財源の拡充が健

全経営の翠避 となる。

(2) 資本的収支

当年度は収益的収支で大きな差益 (作所u益 11， 1Ll1， 683円 )が生 じ.内部留保資

金が充饗した。支出総額 96. Ll 3 1， 2 7 9円で，収入総額f7 1， 7 5 8. 9 3 3円の差額

2 4，6 7 2，3 4 6円今補損しても向23.3 9 0，9 8 5円の残額があり ，翌事業年度の施

設拡強の白己財源として繰越す。

ームー
/" 

(2 ) 

議案益:号

第 12号/ノ， 4 3. 3. 1 3 

(討 議会認定事項

番考|認定年月

第 68号 IBB/fD 4 3年3月14日

(吋 財政状況

，) ) 収益的収支

当該年度は掃積赤字6.9 1 3. 8 1 2円令解消する ことを主に設営を合理化 し受託工事

の一部業者委託，並ひに徴反事務の委託等比て費用の節減か言十 九 遊休施設の低動 (給

水人口の増加 )不良量水器の取替へなどに より営業収益、の増加令計った。当年度の収益

総額は 11ス381.736円で前年度K比べ 22.3%の増加.費用総額は106.240，053

円で前年度比上じべ15.2%の増加.以上の よう に収益総額の伸びが費用総額より大きく

当該年度の純利益は 11， 1 4 1， 6 8 3円となった(前年度民地べ2虫 4%の増加 入

-24- k
d
 

つ
ι



2. 工 事

(1) 建設工事の慨況並び陀契約状況

一契約 件名」 勢制日|契約金額四約相手方|着荒月日 |野焼月日 L工事内容

I I 干門I I 
芳12，1 3水源 142. 6. 1 9 1 5，7 8 0-1昭和設備産 142. 6.20 142. 虫301O30匂不深度200m

さく井工事 I I 業株式会社 1 I I 2:f土

豊田地区内地 142. 4.1 4 

5(方こ玉手駐)

配水本管布設

ト工 事

4001真野設備I42. 4. 1 5 1 4 2. 5.1 41配水管布設 戸100%e3m

工業 I I 1 Ø7~必162m
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3.業務

供給単仙給水j収益 94，90史1L18
一一一一一一一一一一一一一 0= 30内86銭
有収水{~- 3.0 75.1 21 … 

給水j京.イ白l 総資用 10 6.2 40， 0 53→受託丁事費 14，93ス951
一一一一一一一一一一ーー= 29円69銭

有収水長 3.075，1 21 
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4. 会計

比 較
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ι2 78.6 25.4 6 5 I 0 

本年度借入金 36心o0，0 0 0 I 1 0，0 U 0，0 0 0 
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陥 和 42 年度

日野市農業 共 済 事 業 会 計

決算報告書 その的財務諸表

(焔和42佐 4)j1日11'f0昭和4:3年 3J=:l 3 1 Uヂマ )
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昭和 4 2年度

東京都 日野市農業共済事業会計

決箆報告書その他討務諸表

f日付和42年4月1日から昭和43年 5月3I日までJ

-31-



1 決算報告書

(1) 収益的収入及び支出

収 入

昭和 4 2年度 目野市農業共済事業決算報告書

。 132.000 。 o I 132DOO 

支 出

ハーιzv 
-33ー
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2 損益計算書

昭和 4 乏生豆 日野市建業共済事業損益計算書
5剰余金計算書

昭和 4 2年度 日野市農業共済事業剰余金計算書

C 昭和 42年4月1日から昭和 43年 3月31日までJ

同
ロ

農作物

共済勘定
円

1 8，3 37 

繭
定
一
月

7

!
?
一

no

社
世
日
一
つ
L

済一

5

蚕

共

「

信玄
句、 日ヨ

共済勘定
円。

ーー
C昭和 42年 4月1日かち昭和43年3月 31日までj

項 総 よ』
ロ

畜
定
一勘一済一

家
共
一 ブ1

1.繰越 剰余 金

ー繰 越 剰 余 金 増 加 高
2伎は繰越不足金減少謁

向。| 円
21，624 

業 務 勘 定 |総 合

同|向。I95 3，4 27 

o /1， 94号775

0/5ス144 

o I 3 .3，7 56 

o I 4，336 

0 1 0 

2，887，320 I 2.887.3 20 

423，1 26 I 423，1 26 

3 ， 3ユ斗白土h~旦生日 4 '

p:; 

1 4，820 3，ヲ 02 。 。 1 8，7 2 2 

(1)固 定資産処 分益 。 。 。 。 u 

(2)当 期 京市. 矛IJ 益 I 4，820 3，9 () 2 。 。 1 8.7 22 

5繰越剰余金減 少 高
伎は繰越不足金矯技残高)

処分損

子損失

定積立金戻入

繰越剰余金年度末残高
問主縄問掬必織的

当年度純利益 I
「又は当年区純損失) ! 1 4，82 

当年度末処分剰余金|
c史fi:当明郎総)- I 1 4，8 2 0 I 3，ヲ 02 i O! 0 i 

4..:JflJ余金処分計算書

昭和 42年度 目野市農業共済事業剰余金処介計算書

(2)臨 11 す員 失

(1)回定資 産

)
 

1
 

(
 

当年度未処分剰余金

農作物共済勘定 1 4，820円

蚕 蔚 d 3，902円

家 京
間 b 。円

(2) 剰余金処分額

、、、、
~、、

蚕 寝苦 1， 9 51 

無事もど し I.. i 
積立金|特別積立金 i摘 要つ司 l τ一一一一一

」」 ol-一 一

-36-
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5 貸借対照表 昭和 42年度日野市農業共済事業貸借対照表

f昭和 4 3年 3月 3_1日 J
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当年度純 利益
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6 財産目録 昭和 4 2年度 目野市農業共済事業財産目録

C同和 4 3年 5月 日〉

(;宝)1. 資産 ・負T賓の内容は貸借対照表のとお りであるO

2 業務勘定に属する簿外財産は下記のとおりである。

陸稲

麦 I9，880 

7r e-h 
1ス768

--39ー



(2) 設繭共済勘定

法定積立金 1.951円 無事評もどし蒋泣金 976円特別積立金 ヲ75円を下記の通 り配分する。

送 法定府立金 殺事をど長 特別積立金 I ... -計
-EzR 二
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摘
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同 同 月 円

春蚕蔽 581 1.01 6 290 508 2 90 I 5 0 7 I 1..j 6 1 i 2，03 1 

夏秋蚕繭 1，370 2.578 686 1， 290 6的 11.290 12川 5，158 

計 1， 9 51 I 3.594 少76 1，798 9 7 5 11， 7 9 7 I 3，9 0 2 iス189 
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トー
款 項

(;1 ) 家畜共済勘定 収 益費用明細書

tJ一重一ーし 目 亡プi 巳J竺i金額 I'ImJ一 一三J
，- r I 円 i 円

共済事業収益 i I I : 

収益合計

事業収益 I I 11，1 !:)Y.UUU I に

家畜共済掛金 I 1322000 I 23役164

家畜保険金

家畜還付収入金

'手し牛共済掛金ド12，0001234876 I有資格頭数 14口頭

引受頭数 11 5頭

馬共済掛金I10000 I 4，288 I有資格頭数 6頭

83ス000I 4231367 

死廃保険金 1636DOO1 133A97 

病傷保険金 1201，0001 290370 

1 I  57.144 

r，159.000 I 72~175 
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引受頭数 3頭

被害頭数 5頭

被害頭数 '10 1頭

外

十

す 1"1 

L-一空一一
項

トー

共済事業費用

事業費用

費用合計

( 4i 業務勘定

款 項

共済事業収益i
事業収益

一川 灰益一合計

共済事業費用'

事業費用

目 節 予算 金額 備 考

同 同

1，159.000 720，175 

家畜保険料 239.164 

死廃病第照資料 322，000 239.164 有資格頭数 146頭

引受頭数 11 8頭

家畜共済金 83ス000 423867 

死廃共済金 636000 133A97 被害頭数 5頭

病傷共済金 田畑γ0370 被害頭数 10 1頭

家畜還付支払金! I I 57，144 I 
! 1.15呪O叫加1751

収主主費用明細書

目 十mJ υ i予 算|金額| イ蔚 考

3317，00013，310A46 

受取補助金 2887，000 2887，320 

一 般事務費 2β87，000 2β8ス320 国庫支出金
1，502520円都支出金
'114，80円 一般会計繰
入1，270000円

賦 謀 /こ司¥王 423，126 

手務授賦課金 430000 423，126 水稲 131，67:31司陸稲
8:544円麦 12700円
春投 4290円晩秋蚕

6，000 22561 

ザO~斗夏秋掻 ωD円|

業家活務繰l~8姑0銭01斗金乳繰用入4650|0宅
20引034円
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田田田
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|普通預金利息

存在 収 入 1，0 

雑 収 入 1，0

13323，0 _ 

294呪4922876.491 

支払賦課金 80000 79D74 
支払事務摂賦

80000 79D74 1..1<稲 44776円陸稲謀 金
2口50 円麦 3048円
春蚕 1，71伺 夏秋 1，872R
晩秋 1，962円
家畜23650円

一 般管理費 2;578000 2533012 
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未払家畜保険料

未払家畜共済金

病

家畜雑未払金

菊ム陣頭F口代金

廃

傷

死

家畜共済

定勘

秋蚕繭

90円

E古

夏秋主主繭

蚕i議無事 もど し

積 立 金

蚕繭特月!j稿立金 I 822 I 

合 計 I.3，287 I 

家ー-fil-----r

金

金

一

立

立

一

積

積

一

定

別
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ι↑
同

年

寸
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〉
口
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京
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京

国
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設春責任準備金明細書

当年度 ||卜一残年一一度一 末渇定区分 手重 類
減少額 高

備 考

円 F司
農作物

共済勘定

麦 3 3，7 5 6 "3 5.5 8 2 

ぷIコ』 言十 J3 3，7 56! 3 5.5 8 2 

計， 0 

計 |21624i18刀 2
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(竹 農作物共済関係 一一一一一 一ー 一一一一一 一・5I 

E 

1 .概況

(1) 総括 事 項 一一一ーー一一一一一一一 一一-a50

{一 一一
乙事 莱

(2) 蚕 誠共済関係 ー一一ーー ー一一一一一 一-52

(3) 家畜共済関係

3， 議会議決主演 ・一一一一一ーーーー ーー 一一一一ー一 一_ 5 3 

4， 職員比除!する 事項 一 一一一守 一ー ------ 】一 一 53 

• ， 
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主主繭共済ロ

231.2!5箱で，.引受蚕繭については，春主主初秒、蚕，晩秋蚕の 5期合計の引受箱数は，昭和42年度東京都日野市農業共訴事業報告音:

初秋蚕戸数は，通 して 11 3戸です口前年陀比 しヲ24存?にとど まれ災害は春蚕磁はなく，況概

被害対象農家2戸へ 6.75，0円安支払い，4.5 0箱が災害ケ受け，期は軟化済等が発生、し，(1 )総括事項

晩秋蚕期Uてあっては 14箱の被害歩受け 22. 3 5 0円か被害対象農家 5戸へ支払いま した。
内農作物共済イ

は7 --:tr .Jム 芯~
拡苗犬 {戸(水稲について )

家査の多頭イヒ飼育の関係もあって，本年度実施された 。前年比比し 96 ~号、で宅地の転用.よ台路の新設等忙より ，引受面積は 26.3 3 9アーノレで}

乳牛 11 5 ~も馬 5 頭戸数 15戸，頭数家畜の新包括共済制度は，全f政治陀評-'fリが良く p(v品。引受収量は 628.4 0 0 切に対し絵、共済金額は 43.9 8 8.0 0 0円，引受戸数は805

前年vC上じ較して力ルヘ、のヲi受合致しました D これ{，主全頭数(1 5 0頭 )の約 80明、忙2ふたり，戸です口

戸数はほほ同様であるも，頭数において 14 OOAの引受増加となりま した。家道共済掛金はかへって水被害状況は， 早期 と普通税培でおは付其~J If[ 7}( 1て恵ま れた地区ほ ど加害が多 く，

5 3 6. 7 9 5円と昨年なみで月九ろが，1缶詰正負担控除は 29 6.3 0 8円と軽減された。 これはウンカ.委縮:騎，稲葉不足の為遅れた地区は被害程度が少なかった。本年は特Kヒメ トピ，

胞が乳牛 6民主んと刈なしている註には州卦金のい 負担怜 という 抑 11度実施比よるも共済金は.共済減収予 26.9 4 8 k9， i五病等に依る災害で，被害商法 3.(.， 7 4ア-)v， 

のである 。1， 8 86‘ 3 6 0円今被害対象農家 2O 4戸忙支払った口

そのー支長J主死廃， 演傷~ld係はp 江母膏技術の向上 ;くとよ り言問、少 し 死jji~ 5 f.:ぷ，( ~~主将Ji.l( つ L 、て )

ほほ昨年程度にとどま νった。i賞金は死廃 13 3. '~ 9 7 FD，病傷 2ヲヨ，37 0円と，前年;て比し10 1 %で糸り. 51受JfZ予は引受直積 1， 7 0 9ア- Jv~ ヲi受戸数 2i 2汽

2 0， 5 9 4 kR.絞共済:合1JHよ1，4 4 1， 5 8 0円です。

業.~与2. 日j慌のお干害が多く， 被害首鼠 6'1 2アーノレで宍?j!:減収支f3.9 6 3 kc;， 共済被害のもにL加工，

i佳作物共j}:J1:ン与j係

受 )(ヲi

、、
，a，

d
z

・-，

ノ

ee

、
信念 27ス410円余被害対象農家 78戸に支払いまし たu

(去について )

日召1日42 ~1三;芝2l:.

最近特に収益性の低下 bてよ ゐVr;f寸一面誌の減少が乏 しし 引受面協 3‘28 8 ア ー Jレて~ 8ij~三に

総ぅ目立点:金街は 2，D 8 3.2 0 0円でs 引受戸数Jじしs6 %である。引受i民主dヱ6立44 (J k9・

l立283戸て了しずこ。

e手きき

災害は近年忙な く少 し 被害百出は I i] 8アーJレで』共済減収lti:は 1， 0 5 2 k9" 共済金は

3 1， 5 6 0円余被害対象農家 1 6戸に支払L、ました。

昭和 43年度友

前年f乍イ寸面i誌は大巾陀減少し，この表陀つL、て は，年度仰の事業は引受けのみであるが，

-51-

こオ工比 77 0e、の 2，540アーノレで，引受i民主主d は 52， 9 O 7!仇 共済金額 2，1 1 8. 6 8 0円3

銭l金の比対する共演:掛金 41， 9 6 4円'$'収納し，保険料として ι382円か支払い，

3 5.5 e 2円は.支交任三i1ff1金として次年度へ151越 しさした。
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(文払)

(2)蚕縞共済関係

(引 受 )

(支 払 )

「一一項目I ，実苅ム
I :支払期 日i

区介

¥ ~x:l}.~~iz 
共済金

100呪J

， • 
白、 100% 

っιFhv 

(治 家畜共済関係

死廃，病傷共演-

受 )

(事 故)

-守;
 

官
ι

引，

4. 職員に関する事項

巨 分!?訂1J一一γ性可
i損 益勘二 I 2 I o I 乙 i
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